
■効果の見える治水事業

○事業概要

○施行箇所 小松島市田野町
○施行期間 昭和５２年度～
○施行内容 施行延長　Ｌ＝４，４８０ｍ

河道掘削、護岸、樋門、橋梁等

　

　

　田野川は、小松島市南部に位置し、恩山寺谷川、政所谷川及び天王谷川と合流し、立江川
へ流入する流域面積約8.3 、流路延長約6.7㎞の二級河川です。また、下流部は低地で、水
田が広がっております。
　田野川流域の低地においては、洪水時にはたびたび浸水被害が発生していたため、昭和52
年度から河川改修事業に着手し、整備を進めております。
　国道55号バイパスから下流域においては、国道55号徳島南バイパス事業（昭和54年～平成
3年）や県営ほ場整備事業（昭和54年～平成4年）と関連し、一体的に河川改修を進めたこと
で、治水安全度が大きく向上しております。
　しかしながら、平成16年台風23号において、上流域においても浸水被害が発生するなど、治
水に対する住民の不安は解消されておりません。
　このため、現在は上流の支川恩山寺谷川の改修工事を鋭意進めており、平成22年度までに
県道橋の下流までの区間が概成し、田野川上流域においても浸水被害の軽減を図ることがで
きております。
　今後も残りの事業の進捗に努め、更なる治水安全度の向上を図ってまいります。
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護岸・河道掘削の整備完了状況小松島市の浸水状況(平成16年台風23号)
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浸水面積　　　　31ha
床上浸水戸数　  2戸
床下浸水戸数  　3戸
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『安全・安心・信頼のまちづくり』を目指して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小松島市長　　稲田
 い な だ

米昭
よねあき

 　小松島市は、徳島県の東部に位置し、面積45.30 、市北部は県都徳島市と接し、海を隔てた近畿圏との海
陸交通の要衝として栄えた港湾都市であります。
　近年は、本州四国連絡橋の開通による交通手段の多様化によりフェリー航路は廃止されたものの、赤石地区
には大型公共埠頭の整備が進み、物流の拠点として今後の役割が期待されています。
　また、勝浦川と那賀川により形成された平野部は、肥沃な農業地帯となっています。一方、目前にある紀伊水
道は、高級食材として知られる「ハモ」が全国有数の漁獲量を誇るなどの良好な漁場であり、「和田島チリメン」
などの水産加工品も特産品となっています。

　歴史的には民話「阿波の狸合戦」の舞台となったほか、屋島の合戦へ向かう源義経が現在の田野町勢合地

区に上陸したとされており、現在も義経ゆかりの史跡が点在しています。

　しかしながら、地盤高が低い地域が多く、これまでに度重なる浸水被害を受けており、特に平成16年10月の台

風23号の降雨による浸水では、浸水区域面積513.87ha、床上浸水471戸、床下浸水1,221戸という、甚大な浸水

被害を受けました。

　このため、本市は、まちづくりの柱である総合計画に「安全・安心・信頼のこまつしま」というテーマを掲げ、時

間的かつ財政的制約の中で、緊急かつ効率的に災害の防止と浸水被害の最小化を図るため、現在までに浸

水防除を目的とした雨水ポンプ場3箇所を整備しました。

　さらに、平成20年度に行政と地域住民等が一体的となって「下水道総合浸水対策計画」を策定し、浸水常襲

地区となっている金磯地区の浸水対策を平成21年度から「金磯地区下水道総合浸水対策緊急事業」により推

進しております。これにより、雨水ポンプ場及び雨水幹線などの基幹施設整備と、地域の防災体制の構築な

ど、ハード・ソフト両面から浸水被害軽減を図るものであります。

　今後とも、市民の皆様の尊い生命と貴重な財産を守るため、雨水ポンプ場や雨水幹線などの整備を推進する

とともに、県と連携して河道拡幅や護岸工事等の河川整備、地域と連携した自主防災組織への支援など、行政

と地域が一体となって災害に強いまちづくりを進めてまいります。

　　　　　　　　小松島市市街地（日峰山からの展望）　　　　　　　　　　　　　　　               世界一のタヌキ像

　　　　　　　　             日本一の義経騎馬像　　　　　　                 　　　　　　 　　　金磯南雨水ポンプ場予想図
　　　　　　　　　　　　　　　                                        　　　　　　　　 　　　　　　  　　 平成25年度末の完成予定


